
防災訓練 2022

～大地震発生時の想定と準備について～

参考資料として、「東京都の新たな被害想定」の抜粋と、管理組合

が準備しているトイレ対策の資料をお配りします。 共同住宅として

の管理組合の活動内容のご理解と各戸内の防災学習・準備にお役

立てください。

サントーア哲学堂公園管理組合
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大地震発生後のトイレ使用についての基本想定

① 震度５強を超える大震災発生。

② 全戸、一旦トイレの使用を控える。管理組合・災害対策本部からはトイ
レの使用禁止を通知。

③ 管理組合から管理組合備蓄の防災トイレ（凝固剤）を各戸に３０回分配
付、各戸で使用し、排水しない。

④ 災害対策本部・理事会で検討し、トイレ汚水管チェックを計画。

⑤ チェックの実施には、水道が出る場合は水道水を利用、停電等で出ない
場合は、非常用給水設備を設置し手動で水を汲み上げこれを使用する。

⑥ チェックの結果、「使用可」と判断され、行政の下水排水制限解除の確
認後、トイレの使用を開始。

⑦ チェックの結果、「使用不可」となった箇所は当面の間トイレ使用禁止。
禁止区画の居住者は、各戸で備蓄の防災トイレの使用等でしのぐ。

サントーア哲学堂公園管理組合
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トイレ排水は一旦禁止・防災トイレを使用
管理組合が備蓄している防災トイレ（凝固剤）を30回分配付します。

トイレ汚水管が破損している可能性があるため、チェッカーによる検査結果を待ちます。

震度５強を超える大地震発生後のトイレ対応

電気がきていますか？ 水道局から給水がありますか？ チェッカーによる検査結果

あり なし あり なし 合格 不合格

普通に使えます。 給水装置を設置して、地下
受水槽の水を活用。 管理室
等の水道が出る場合は併用。

給水装置を設置して、地
下受水槽の水を活用。
（想定各戸トイレ３０回分）

非常用給水装置を設置し、地
下受水槽から給水。まずトイレ
汚水管チェッカーによる検査
に使用。なお、給水装置からの
水は飲めません。

当面の間、管理組合と各
戸で備蓄の防災トイレで
しのぎます。各戸で必ず
事前にご準備ください。

管理室等の水が出る
場合は、これを各戸で
汲みに来ることがで
きます。容器は各戸で
ご準備ください。

チェッカーによる検査には、水道または
給水装置による水が必要です。

停電中は地下受水槽から水を汲
み上げるポンプが動きません。

非常用給水装置

チェッカー

トイレ排水の開始は、
いずれの場合も、行
政の下水道排水制
限解除の確認後、
開始となります。



東京都の被害想定では、下水道
の利用制限解除までは「１週間～
１カ月」と想定されています。
管理組合備蓄の防災トイレ（凝

固剤）30回分では不足が想定され
ますので、各戸で必ず準備してお
いてください。
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